
最低制限価格の算出方法
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・質問書Q&A

地質調査について、参考資料の内訳書の表紙に示してある諸経費区分欄に”設計業務”との記載があるが、最低制限価格の算出に当
たって、解析等調査業務費として扱っているのか、設計業務として取り扱っているのか

・次頁の算定例１）一業務の場合の例、２）複数の設計を含む場合の例、３）測量と設計を含む場合の例を参照してください。

地質調査で発注する場合は、解析等調査業務費として一括して取り扱っています。経費算出の諸経費が設計業務となるためこのような
表記となっておりますが、5月1日以降の起工分については、参考資料の設計書積算条件の諸経費区分、内訳書の該当頁の諸経費区
分の表記を”解析等調査業務費”の表記に改めることとしております（H30.4.17現在）。

内訳書の各費目（直接費計、間接費計、その他原価、一般管理費等）は積算基準書（参考資料）第1編総則に示すとおり、1,000円単位
として積算の段階で1,000円未満を切り捨てています。また、最低制限価格を算出するための各区分（直接人件費、直接経費、その他
原価、一般管理費等）は千円単位となります。

設計の場合、内訳書から各々の経費を算出するが、参考資料の内訳書の各費目や内訳書の各区分（直接人件費、直接経費、その他
原価、一般管理費等）の金額の端数処理の取り扱い方は？

印刷製本費及び電子成果品作成費は、最低制限価格の算出においては直接調査費に加算して計上し、間接調査費からは減額するこ
とになります。なお、設計の場合、印刷製本費及び電子成果品作成費は直接経費に含まれます。

複数の施設に係る設計の場合、最低制限価格の算定は、施設毎に最低制限価格を算出して合算するのか。また、測量と設計といった
複数の業務が含まれる場合は各々で、計算するのか？

添付資料の　２）に示す通り、複数の同一業務（設計が複数）の場合、各々の区分毎に（直接人件費、直接経費、その他原価、一般管
理費）合算して、算入率を掛けています。また、３）に示す通り、複数の業務を含む場合、各々の業務毎、区分毎（直接測量費、測量調
査費、諸経費及び直接人件費、直接経費、その他原価、一般管理費）に算入率を掛けて算出します。

地質調査の印刷製本費は、参考資料では間接調査費に計上されているが、最低制限価格の算出では直接調査費に計上するのか。



１）測量

合計（α ） 算入率（β ）
最低制限設計価格（各項目
α ×β の総和＝γ ）

Σ ①＝①-a
＝w,www,000 100% ＝W，WWW，０００
Σ ②＝②-a
＝q,qqq,000 100% ＝Q，QQQ，０００ ①～③に対応した各々のγ

Σ ③＝③-a 計算通りの額
＝u,uuu,000 48% ＝U'，U'U'U'，U'U'０

Σ γ ＝ＥＥ，ＥＥＥ，ＥＥ０
≒ＥＥ，ＥＥＥ，０００

合計 ※千円止め（切捨）
最低制限価格： ＥＥ，ＥＥＥ，０００×ランダム係数＝ＦＦ,ＦＦＦ,ＦＦＦ≒ＦＦ，ＦＦＦ，０００（千円止め（切捨))

２）設計

合計（α ） 算入率（β ）
最低制限設計価格（各項目
α ×β の総和＝γ ）

④直接人件費 Σ ④＝④-b
＝x,xxx,000 100% ＝Ｘ，ＸＸＸ，０００

⑤直接経費 Σ ⑤＝⑤-b
＝ｙ,ｙｙｙ,000 100% ＝Ｙ，ＹＹＹ，０００

⑥その他原価 Σ ⑥＝⑥-b
＝p,ppp,000 90% ＝P'，P'P'P'，P'００ ④～⑦に対応した各々のγ

Σ ⑦＝⑦-b 計算通りの額
＝g,ggg,000 48% ＝G'，G'G'G'，G'G'０

Σ γ ＝ＥＥ，ＥＥＥ，ＥＥ０
≒ＥＥ，ＥＥＥ，０００

合計 ※千円止め（切捨）
最低制限価格： ＥＥ，ＥＥＥ，０００×ランダム係数＝ＦＦ,ＦＦＦ,ＦＦＦ≒ＦＦ，ＦＦＦ，０００（千円止め（切捨))

３）地質調査

合計（α ） 算入率（β ）
最低制限設計価格（各項目
α ×β の総和＝γ ）

Σ ⑧＝⑧－ｃ
＝ｓ,ｓｓｓ,000 100% ＝Ｓ，ＳＳＳ，０００
Σ ⑨＝⑨－ｃ
＝ｄ,ｄｄｄ,000 90% ＝D'，D'D'D'，D'００
Σ ⑩＝⑩－ｃ
＝m,mmm,000 80% ＝M'，M'M'M'，M'００ ⑧～⑪に対応した各々のγ

Σ ⑪＝⑪－ｃ 計算通りの額
＝ｋ,ｋｋｋ,000 45% ＝K'，K'K'K'，K'K'０

Σ γ ＝ＥＥ，ＥＥＥ，ＥＥ０
≒ＥＥ，ＥＥＥ，０００

合計 ※千円止め（切捨）
最低制限価格： ＥＥ，ＥＥＥ，０００×ランダム係数＝ＦＦ,ＦＦＦ,ＦＦＦ≒ＦＦ，ＦＦＦ，０００（千円止め（切捨))

①-a、②-a、③-a
千円止め（切捨）の額

Σ γ は合計の後、千円止め(切
捨)の額

④-ｂ、⑤-ｂ、⑥-ｂ、⑦-b
千円止め（切捨）の額

Σ γ は合計の後、千円止め(切
捨)の額

　⑧-c、⑨-ｃ、⑩-c、⑩-c
千円止め（切捨）の額

Σ γ は合計の後、千円止め(切
捨)の額

＝□,□□□,０００

⑪諸経費

ｃ調査金額計
Σ ⑧～⑪　-ｃ

⑨－ｃ
ｄ,ｄｄｄ,000
⑩－ｃ

m,mmm,000
⑪－ｃ

ｋ,ｋｋｋ,000

ｓ,ｓｓｓ,000

⑤－ｂ
ｙ,ｙｙｙ,000
⑥－ｂ
p,ppp,000
⑦－ｂ
g,ggg,000

ｂ設計金額計
Σ ④～⑦　-ｂ

＝△,△△△,０００

地質調査ｃ

⑧－ｃ

x,xxx,000

⑨間接調査費

⑩解析等調査
業務費

測量a

①－ａ
w,www,000
②－ａ
q,qqq,000
③－ａ

⑦一般管理費
等

⑧直接調査費

a測量金額計
Σ ①～③　-a

＝●,●●●,０００

設計ｂ

④－ｂ

１）一業務の場合の例

①直接測量費

②測量調査費

③諸経費
u,uuu,000

区分
業務

区分
業務

区分
業務



実施設計a 実施設計ｂ 基本設計ｃ 基本設計ｄ 合計（α ） 算入率（β ）
最低制限設計価格（各項目
α ×β の総和＝γ ）

①－ａ ①－ｂ ①－ｃ ①－ｄ Σ ①＝①-a＋①-b＋①-c＋①-d
www,000 xxx,000 yyyy,000 zzz,000 ＝Ａ，ＡＡＡ，０００ 100% ＝Ａ，ＡＡＡ，０００
②－ａ ②－ｂ ②－ｃ ②－ｄ Σ ②＝②-a＋②-b＋②-c＋②-d
qqq,000 eee,000 ｒｒｒ,000 ｔｔｔ,000 ＝Ｂ，ＢＢＢ，０００ 100% ＝Ｂ，ＢＢＢ，０００
③－ａ ③－ｂ ③－ｃ ③－ｄ Σ ③＝③-a＋③-b＋③-c＋③-d
uuu,000 ppp,000 sss,000 ｎｎｎ,000 ＝Ｃ，ＣＣＣ，０００ 90% ＝Ｃ'，Ｃ'Ｃ'Ｃ'，Ｃ'００
④－ａ ④－ｂ ④－ｃ ④－ｄ Σ ④＝④-a＋④-b＋④-c＋④-d
ｆｆｆ,000 ggg,000 ｈｈｈ,000 ｋｋｋ,000 ＝Ｄ，ＤＤＤ，０００ 48% ＝Ｄ'，Ｄ'Ｄ'Ｄ'，Ｄ'Ｄ'０
a設計金額計 ｂ設計金額計 ｃ設計金額計 ｄ設計金額計 Σ γ ＝ＥＥ，ＥＥＥ，ＥＥ０
Σ ①～④　-a Σ ①～④　-ｂ Σ ①～④　-ｃ Σ ①～④　-ｄ ≒ＥＥ，ＥＥＥ，０００

合計 ＝●,●●●,０００ ＝△,△△△,０００ ＝□,□□□,０００ ＝◎,◎◎◎,０００ ※千円止め（切捨）

最低制限価格： ＥＥ，ＥＥＥ，０００×ランダム係数 ＝ＦＦ,ＦＦＦ,ＦＦＦ ≒ＦＦ，ＦＦＦ，０００（千円止め（切捨))

２）複数の設計を含む場合の例（実施設計２(a,b）、基本設計2(c,d)の４つの設計の場合）

①直接人件費

②直接経費

③その他原価

④一般管理費
等

業務

区分

測量a 設計ｂ 合計（α ） 算入率（β ）
最低制限設計価格（各項目
α ×β の総和＝γ ）

①－ａ Σ ①＝①-a
w,www,000 ＝w,www,000 100% ＝W，WWW，０００
②－ａ Σ ②＝②-a
q,qqq,000 ＝q,qqq,000 100% ＝Q，QQQ，０００
③－ａ Σ ③＝③-a
u,uuu,000 ＝u,uuu,000 48% ＝U'，U'U'U'，U'U'０

④直接人件費 ④－ｂ Σ ④＝④-b
x,xxx,000 ＝x,xxx,000 100% ＝X'，X'X'X'，０００

⑤直接経費 ⑤－ｂ Σ ⑤＝⑤-b
ｙ,ｙｙｙ,000 ＝ｙ,ｙｙｙ,000 100% ＝Ｙ，ＹＹＹ，０００

⑥その他原価 ⑥－ｂ Σ ⑥＝⑥-b
p,ppp,000 ＝p,ppp,000 90% ＝P'，P'P'P'，P'００
⑦－ｂ Σ ⑦＝⑦-b
g,ggg,000 ＝g,ggg,000 48% ＝G'，G'G'G'，G'G'０

a設計金額計 ｂ設計金額計 Σ γ ＝ＥＥ，ＥＥＥ，ＥＥ０
Σ ①～③　-a Σ ④～⑦　-ｂ ≒ＥＥ，ＥＥＥ，０００

合計 ＝●,●●●,０００ ＝△,△△△,０００ ※千円止め（切捨）

最低制限価格： ＥＥ，ＥＥＥ，０００×ランダム係数＝ＦＦ,ＦＦＦ,ＦＦＦ≒ＦＦ，ＦＦＦ，０００（千円止め（切捨))

⑦一般管理費
等

②測量調査費

③諸経費

３）測量と設計を含む場合の例（測量１、設計１の計２つの業務の場合）

①直接測量費

区分

業務


